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中央アフリカ共和国の自然と人

｢アフリカ｣の語源

厚い雲の切れめから素顔をみせるピレネｰ山脈の雪山

きびしい冬に閉ざされたヨｰロッパを飛び発ってあく

までも碧い地中海を過ぎるとそこにはあまりにも光

に満ちた重畳たる峯が連なる.断崖をなして地中海の

南を限り海抜4,165mのツブカノレ山を主峯とするア

トラス山脈である.そして3,000万km2にわたるア

フリカ大陸はここからはじまる(第1図).

｢暗黒大陸｣と形容されることもあるアフリカ大陸の

北端部に位置するチュニジア共和国はアルジェリア民

主人民共和国から続くナトラス山脈の東端部に当りも

ちろん中央アフリカ共和国とは直接の関係はないカミ'･

アフリカを知ろう.とする人やアフリカ大陸に旅する人

にとっては歴史的に無知でき次い一つの重要な存在で

ある.しかし現実以外に興味を抱か恋い人にはあ

るいはまったく無縁の存在かもしれない.

地中海東岸の中部に商業都市国家群を創立したシリア

系セム族のフェニキア人が紀元前2,0q0午末期から

地中海中継貿易に活躍したこと彼等カミ作った22の音記

号からなるアルファベットが西洋文字の源になったこと

を読者はすでに知っているだろう.

スペイン

ジブラルタル海峡勾介ψりチュニス

キコロンζ,L㌶シ勺レv

プ'､

タアハガ■尖':,リビア砂漠

沢㌻

]㌔

トフオｰトラミイ｡

チャド盆地へ

㌔

為恨

アビシニア高原

㌧

㌧ム･

〕曳

赤道コンゴ盆地`

ふ､'

'亀

♂

小村幸二郎

いつの時代にも富を貯えた心の貧しい者が己を過

信し己の欲望に畔いしれて次に目ざすのはその富

を基盤とした権力の座である.南を業とするフェニキ

ア人もその例外ではなかった.そして紀元前!500年

フェニキア人はチュニジア地域にその食指をのばし

遂にこの地に｢カルタゴ王国｣を建設した.しかし

この王国は地中海を隔てて相対時する古代ロｰマ帝国

と相容れるわけがなく地中海の覇権を賭けて紀元前

264年から146年にかけて三度古代ロｰマ帝国との間に

壮烈な戦を演じた.これが史上有名なポエニ戦争であ

り第二回の戦で有名を馳せたのがカノレタゴの猛将と

して知られるハンニバルである.だカミエトノレリア人

の圧政からようやく独立をかちえた新興ロｰマにとって

は商業民の集団はもはや敵だりがたく1世紀以上に

わたるこの戦によってカルタゴ王国が得たものは滅亡

以外の何ものでもなかった.この頃古代ロｰマの歴

史家たちはガノレタゴ人を｢アプリ｣と呼びカノレタゴ

王国を｢アフリカ･テラ(アフリカの土地)｣と呼んでい

たという.これカミアフリカの語源である.

ツ

もしもフェニキア人が商業民族として古代ロｰマ

帝国との共存を計りこれと矛を交えることカミなかった

ならぱこの大陸がアフリカと名付けられるように荏っ

たかどうかは疑わしい.しかし私はカノレタゴ王国と

対立する古代ロｰマ帝国の人々が呼んだ｢アフリカ･テ

ラ｣という言葉の中に滝業民族が領有する地への古代

ロｰマ帝国の憧慣と欲望とが潜んでいるように思えてな

らない.いつの目も波静か恋地中海それはヨｰロ

ッパ大陸とアフリカ大陸とを隔てる自然の偉大な造形で

あり交通の要衝でありそして紺碧の夫との間に無

数の島を浮べる無上の景勝の地である.しかしその

美しさの中に権勢に魅せられた強者のまたは権力

と欲望とをむき出しにした民族集団のこの海の制覇に

かける夢と策謀とがかくされていることを何人も否定

することはできない.これは古代から現代までそ

して遠い未来においても悠久の歴史の流れの中に果

てることのない人間の醜いドラマの一つであろう.

哀れな種族

アトラス山脈を過ぎると眼下の風景は一変して荒

第1図アフリカの地勢およびサハラ砂漠横断ルｰト

{1)チュニジア共相国(2〕中央アフリカ共和国

黒丸はルｰトの基点

ダネルツルフト･ルｰトとホガｰ･ルｰトは北方で地中海沿岸

の道路に連絡する.�
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凍たる砂漠に変わる.およそ750万km2の面積を占め

る世界最大のサノ･ラ砂漠である.この砂漠の名はアラ

ビア語のサフラ(荒地)を語源としアフリカ大陸の北

緯15｡以北全体を指す.アフリカ大陸非部にほぼ東西

に延びる砂漠のうち西側をサノ･ラ砂漠東側をリビア

砂漠と理解している人が意外に多いようであるがその

名の由来から考えても両者を区別することはもちろん適

当ではたくリビア砂漠という名はサハラ砂漠東域の一

部の別名であると考えるべきである.この荒涼とした

大地にゆるやかに波うつ灼熱の砂の海の果てしもない

拡がりと一きは高いアノ･ガル高原の荒々しいたたずま

いは実に不気味でありそして何ものをも寄せつけ

まいとするきびしさを見せている.しかし人間の未

知へのあくなき探究心とより豊かさへの願望はこの途

方も恋く大きな砂漠にもそそがれ地中海沿岸からこ

の大砂漠を越えて中部アフリカヘ旅する人も決して稀

ではたい.だがこの大砂漠を南北に貫くルｰトはタ

ネツノレフトりレｰトとホガｰ･ルｰトフエサン･ノレｰ

トの3本だけであり長い年月を費やして開拓されたこ

れらのノレｰトの旅は想像以上の困難を余儀なくされる

(第1図).
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アラビア半島のルブ･アノレ･ノ･リ砂漠といいこのサ

ハラ砂漠といい確かに不毛の地ではあるが現在は

かつての死の世界とも形容すべき大地から生ある世界

へ移り変わりつつある.氷河がはるかに南方まで下っ

ていた旧石器時代の後期紀元前5000年頃のサハラ砂漠

は現在とは様相をまったく異にした水にも緑にも恵

まれた人類の豊かな生活の場であった.そして紀元

前3000年頃から氷河の北上によって高温乾燥の地に

変わりここを生活の場としていた人々は北部あるい

は南部へ新しい生活の場を求めて移住して行った.

その後この大地に訪ずれたものは自然のきびしさにさ

いなまれた砂の海と焼けただれたような

肌もあらわな岩山そして死の世界を

第2図アフリカ大陸および中央アフリカ共和国の気候区

1.熱帯(赤道)雨林

3.サバンナ

5.砂漠

7.乾燥地中海型

2.拝潤熱帯(1に類似)

4.ステップ

6.地中海気候

8.高山植物帯

アフリカ独特の猛獣地帯であるサバンナ気候区に入る

(第2図).稲科の雑草カミ生茂り真紅の花をつけた火

焔木前衛華道を志す人たらば思わず生唾をのみそうた

幹と枝の不思議なアンバランスを示すバオバブ柱とが点

在する雄大な風景これぞまさしくアフリカである(第

3図).

サバンナ気候区の南には熱帯(赤道)雨林気候区カミ拡

がりそこにはピグミｰ族やゴリラの生活の場である深

い密林がある.これらの気候区が赤道直下のコンゴ

盆地を中央にしてアフリカ北部≒南部とでまったく対

象的な分布をしているのは実に興味深い現象であるカミ

これらの気候区というよりはむしろ熱帯雨林地帯の密

林と砂洲g住む人間の哀れな歴史を知るときいいしれ

ぬ怨を覚える.バンツｰ族やスｰダン族などに追われ

て今は密林の奥深く秘やかに生きるピグミｰ族かつて

は緑豊かな大地を生活の場としていたものの白人や他の

種族に追われて今は乾ききったカラノ･リ砂漠だけに生

きるアフリカ最古の種族ブッシュマンに人々はどれほ

どの善意を注いているだろうか(第4図).

想わせる不気味なまでの静寂である.

長い年月にわたって息絶えていたような

この砂漠が徐々にではあるが息を吹

き返しつつあることは確かである.だ

がそれはあくまでも近代科学を駆使

する人類の英知と努力の過程と結果であ

り豊か恋緑におおわれていた遠い昔の

ような自然の意志ではない.

サノ･ラ砂漠を越えせまく東西にのび

るステップ気候区を過ぎるといよいよ

第3図チャド盆地のサバンナ稲科の植物と高さ3m前後の灌木が茂る.

は象･キリン･サイ･その他大型猛獣の密集地帯として有名である､

この付近のサバンナ�
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でこそ真実である.

第4図アフリカの人種分布概念図(河出書房アフリカの付図

から作成一部訂正)

1･挙人種型(メラノ･アフリカ人種型)

2.平グリロ人種型(ピグミｰ人種型)

3｡コイサン人種型(ブッシュマンホッテントット)

4.エチオピア人種型5.白人種型

6.蒙古人種型

直線はおもな種族の分布延長とその方向を示す.

彼らの歴史はこの広大なアフリカ大陸における動物

社会の弱肉強食による自然の節理の人類版であるといえ

ばそれまでだがそれにしてはあまりにも悲しすぎる.

しかし長い歳月にわたってそうした生活を送ってき

た彼らには今は恐らく己の手で己の住む社会を毒し

つづけているいわゆる文明社会を拒否こそすれそれに

対する羨望などというものは露ほどもなかろう.自然

に生きる者の幸福はあくまでも自然の意の中にあっ

中央アフリカ共和国の自然

中央アフリカ共和国は北東部のスｰダン共和国との

国境に近い最高1,420mのフェルティ山塊と北西隅の最

高1,400mのヤデ山塊を除けば海抜500～1,100m平

均約650mのゆるやかにうねる高原の国である(第5図).

この高原は北方のチャド盆地と南方のコンゴ盆地を分

かちその分水嶺は海抜800m前後のいくつかの峯を

経て北東々一南西々方向に走ってはいるがこれら両

盆地間を自動車旅行したとしてもノレｰトによっては

この高原が分水嶺になっているとは気がつかないほどの

ゆるやか在地形である.一般に地質･地質構造･気候

の差異などにもとづく地形的特徴が著しい.先カンブ

リア期の諾岩類をほとんど水

平におおって分布する中生層

によって形成されている海抜

700m前後の台地(第6図)

ないフエノレティ山塊およびヤ

デ山塊の存在北部地域でし

ばしばみられるモナドノック

･ケスタ地形･断崖などがラ

テライト化作用の著しい南部

地域でほとんどみられないこ

となどはその好例である.

また新生代の堆積物によっ

て形成されているチャド盆地

の大平原は地質を反映する地

形の代表例であり当国最大

の猛獣地帯である.

第6図北方の町ンデレ付近の中生層はとんど砂岩層と礫岩層とから在り水平抵いしポ前後に傾斜する.

層理はきわめて明瞭であり偽層理の発達がやや著しい.ダイヤモンドを古漂砂鉱床として含んで

いる.�



一57一

地形が比較的にゆるやかな割には河川の発達が顕著で

あるがこれらの中には乾期には完全に洞渇するもの

がありまた雨期には著しく増水して交通を杜絶させ

るものがある.北流する河川はチャド湖に注ぐシャ

リ川に合流し南流するものはコンゴ川の支流であるウ

バンギ川に合流する.無数に発達するこれらの河川は

確かに水量が豊かであり北方の砂漠地帯に住む人々か

らは恐らく羨望の眼でみられていることだろう.

しかしいかに河川の発達が良好でありかつ水量が

豊かであってもいつの場合にもそれが人間の生活に

直接に大きく寄与するとは限らない.ゆるやかな地形

という前提条件の下でほいかに水量が豊かであろうと

も急流とはなりがたくどの川を見ても水の流れを疑

いたくなるほど静か枚たたずまいである.したがって

水深が浅くジｰプ1台を乗せただけのフェリｰボｰト

でさえ底がつかえてままにならないことがある(第

7図).丸木舟を除くいわゆる商業船舶の航行が可能な

河川かバンギから下流のウバンギ川とバタンカフォから

下流のオウワム川だけであるといったらこれを素直に

信じてくれる人がどれほどいるだろうか.しかしこ

れは事実である.

中央アフリカ共和国の気候は12月から5月までの乾

期と6月から11月までの雨期とに大きく区別されるが

南北方向に短かい国土にしては変化に富み気候区分上

北東部のステップ(スｰダンｰサベリブン)気候区中

央部のサバンナ(スｰダンｰギニア)気候区南部の熱

帯(赤道)雨林(オウバンギイアン)気候区に区別され

る(第2図).激しい雷雨を伴うことの多い雨期でも

11月に入ると降雨員数は減りまた乾期中でも西部

や南部ではかなりの雨量がみられる.年間雨量は北

部では平均1,200mm南部では1,800mmもっとも涼

しい12月の平均気温は21.Cもっとも暑い8月の平均

気温は31.C年間平均気温は26.Cである.しかし

気温は気候区によってまた同一気候区内において

も場所によって相当に異なり首都バンギでは最高

42.C最低7.Cが記録されている.筆者がバンギを

訪ずれたのは1月10目の朝であったがこの頃と2月初

旬および4月初旬とでは気温･湿度ともにほとんど変

わらず気温は35.C前後湿度は70%以上であった.

したがってバンギでは夜中でさえ湿度が高いので

美くしい星空をみることはなかった.

しく気候的には砂漠気候に類似する.したがって

この気候区では降雨量が草の成育には十分であるが

樹木の成育には不十分であるため植生は背丈の低い草

で特徴づけられている.

ステップ気候区の南側のサバンナ気候区は他の気候

区よりも乾期と雨期との区別が明瞭ではあるカミ北緯6｡

線より北部と南部とでは気温･湿度ともに若干異なり

北部はステップ気候区に南部は熱帯雨林気候区に似て

いる.この気候区は広大な草原によって特徴づけら

れていると思われがちであるが先にも述べたように

]般に稲科の雑草と点在するバオバブ･アカシアなど

を代表的な植生とする.しかし大きな河川沿いには

熱帯雨林気候区に繁茂していると同種の巨木や蔓類が茂

っている.バンギ付近から南部はコンゴ盆地を中心

とする熱帯雨林気候区に属するので気温は高くしか

も乾期でさえ豪雨をみることが少なくないほど温度カミ

高いので植物の成育にはもっとも適している.した

がってこの気候区の全域が密林におおわれている.

この国の北東部はチャド共和国の中央部付近を北方

限界とするステップ気候区の乾燥限界に当り湿度は低

くそして目中の暑さや目中と夜間との気温差はきび

おもな植物は油椰子･爽竹桃･竹･シダ･蔓類･オペ

シュ･ケイホック･サペノレ･マテイｰル･イロコ･ムク

ルング･ドウスイ･オロン･ビリンガ･マホガニなどで

ありバンギ西方のムハイキ付近には黒檀が茂っている.

パパイヤ･マンゴ(第8図)･バナナ･バイナップノレな

どはほとんど全土に成育しておりまたサバンナ気候

区の中央以南に主として成育するドンゴと呼ばれる蔓の

一種は多量の水を含んでいるので飲料水の供給物と

して珍重されている(第9図).

地形･気候･水系の発達とこれらに関連する植生の相

違は野生動物の分布にも大きな影響を与えている.多

種多様の猿･イボ猪･鹿･アンテロｰプやボロホロ島･

第7図ブリア南方のコットｰ川の渡し川幅は4001血前後水量カミ豊

富で傾斜カ童ゆるやかなので土砂の堆積が著しいそのために

フェリｰの底がつかえて人足に押してもらわなければ渡れな

いことがある.�
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野鴨荏とはほとんど全域にわたって分布しているが大

型動物は北部･南部および中央部の､定地域内にほぼ限

って棲息する.とくに北端部のビラオ付近から西部

のバミンギ･バンゴラン地区の平原はこの国の代表的た

動物地帯であり乾期におけるこの地帯の動物密集度は

ケニア共和国やウガンダ共和国などの禁猟区のそれに匹

敵するといわれているがそれらが人間になじみのうす

いという点ではこれら両国をはるかに凌駕する.

南部の密林地帯は長島族の密集地として知られ北部

地域の家よりも巨大な牙をもつ象が棲息していることで

有名でありその数は約500頭といわれている.密林

地帯には象のほかに密林特有の動物がおりとくに

ゴリラ密林アンテロｰプとして知られているボンゴ･

レイヨウシチュトンガ･レイヨウヒロジエｰノレなど

は有名である.

この国のおもな野生動物は次の通りである.

象河馬キリンライオン豹犀ハイエナチｰタ猿

チンパンジｰゴリラ野牛縞馬長御山猫鹿猪ボン

ゴ･レイヨウェランド･ダｰビｰ･レイヨウ黒レイヨウ

シチュトンガ･レイヨウコブ･ド･ブユフオン･レイヨウ

コブ･デフアサ･レイヨウコブ･ルダンカ･レイヨウタマ

リスク･レイヨウ黄背･セファロフ･レイヨウビユバル･

レイヨウギブ･レイヨウグラン･クｰドウ･レイヨウヒ

ロジェｰル鰐

最古の象が夢を食うといわれるバクに似た始新世

のメリテリウムでありこれカミ時代の移り変わりとと

もに門歯と下アゴが発達し次いで門歯が異常に発

達して牙となったのに反して下アゴが短かくなり遂

に現存する象と放ったことを知っている人は多いが

象の生活状態を知っている人はどれほどいるだろうか.

アフリカ大陸に棲む象はサバンナ地帯に主としてみ

られるいわゆるアフリカ象と酉アフリカの密林地帯のマ

ルミミ象とに区別される.アフリカ象は肩の高さ3.5

m体重7t耳が大きく爪は前が4本後ろが3本で

あるがマルミミ象は肩の高さ2m体重4t以下耳

はまるく爪は前が5本後ろが4本である.

アフリカ象は'雄雌ともに巨大な牙をもっているので

かつて牙を目的とした狩猟によって絶滅の危機に類

したこともあったが積極的な保護運動とそのたくまし

い繁殖力とによって現在数は約30万頭と推定されてい

る.これらは完全な女系灘をなし成長した雄象は

灘を離れて孤独存生活を送るという不思議な生活態様

をもっている.ウｰマン･リブもこうまで徹底すると

雄たるものは実に哀れでさえある.

雄も雌もけたはずれに大きな図体の持主だけにその

食欲たるや実に大変なもので食べるために費やす時間

は]目に16時間そして碑を求めて一目におよそ44長㎜

を旅するという.さらに不思議在ことにその旅の途

中で同族の白骨死体に出逢うとその骨を拾いあげては

何処かにかくし最後に必ず牙をかくすということであ

る.象の墓場を発見することのむずかしさといいこ

のよう在習性といいれわわれにはなかなか理解でき恋

いことだカミ象にとっては形而上的な何かであろう`

百獣の王といわれるライオンが一目の三分の二以上を寝

て暮すというのに象という動物は実に神秘的な習性と

行動の持主ではある.

第8図マンゴ3月下旬から4月中旬頃に熟する.

第9図ドンゴ密林地帯でしばしばみられる蔓の

一種で新鮮な水を多量に含み飲料水として

珍重されている.�
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動物王国として知られるこの国はまた蝶類の宝庫

でもありその地理的分布上マダカスカノレと印度洋上

の島喚を含むエチオピア地帯に属する.蝶類の多くは

生態学的に季節形態型に入るので雨期の蝶類は大型で

色が濃く乾期の蝶類は一般に小型で淡色である.こ

れらは主として南部の密林地帯に密度が高くインドや

オｰストラリアに現存する蝶と同種のものやゴンドワナ

大陸に生存していたと推定される昆虫の系統を引くもの

も含まれている.蝶類の分布密度がもっとも高いのは

南部の密林地帯である.

タテハ蝶類に属するシャラクセスとシモトエだけでも

30種類以上におよぶ多種多様の蝶の中でもっとも著名な

ものはアフリカの蝶を代表する大型のパピリオニドに

含まれるパピリオ･ザルモクシスとパピリオ･アンテ

ィマカス豹の排出物の上でしか捕獲することができな

いノビリス･ノ･ドリラヌスとゼリカそのほかシモトエ

･サンガリスジモトエ･コチナタテラコリュスミ

ロトリスアクラエアプロトクレアスマラダリス

パラネスシンガなどである.

蝶のほかにも多種多様の昆虫がいる.体長12cmも

あるこがね虫科の昆虫聖なる甲虫といわれている巨大

なベリオコブリス危険な武器をもっている木食い虫な

ど数え挙げればきりがない.しかしこれらの昆虫

がもっとも活発に活動するのは夕刻近くでありとくに

美しい昆虫は人目につかない場所に潜んでいるので

捕獲することはむずかしい.昆虫の世界でも美し

くそして優雅なものはやはり雑踏を避けているらし

い.

猛獣や蝶ほど種類は多くはたいが蛇の世界も中々に

ぎやかである.咬みつかれたら3秒後には絶命まちが

いなしという恐ろしい毒蛇錦蛇など人聞に害を与え

るものもいれば人間に益するものもいる.グリｰン

･スネｰクなどは害を与える方では名だたる蛇だし錦

蛇は食料として捨てがたい存在である.バンギの北東

方に当るダマラの町では錦蛇の燥製を一片100フラン

(130円)で売っていたカミ偏食しないことだけが取得の

私も錦蛇の爆製だと聞かされたとたんに試食する気

をなくした.

ふつう錦蛇と呼ばれるものは王蛇科に属し錦蛇

とボアの二亜科に区別されその種類は70以上におよぶ.

これらは全世界の熱帯や亜熱帯に広く分布してはいるが

もちろん地域や生活環境などによって種類や大きさ

も異なっている.これまでに知られている世界最大の

錦蛇は体長10.8mのアミメニシキヘビであるが体長

10mに達するものは稀であるといわれている.そうい

う大物がほとんど棲息していないのかあるいは棲息

してはいるが人目につきやすい所を避けているのか蛇

に興味のない私は知らない.

だが錦蛇については少々興味をそそられることが

ないではたい.錦蛇が一度に100個の卵を生むことや

種類によっては卵がかえるのに9ヵ月もかかることも不

思議だしまた肛門の両側に後脚がイボ状カ干爪状をな

して残っていることも他の蛇にはほとんどみられ放い

特長である.ボア亜科も決して一様ではなく大はア

ナコンダの体長8mから小はサンド･ボアの1mまで

様々である.サンド･ボアなどはとても王蛇科に属す

る蛇とは思え狂いが砂漠の地中を佳とするこの蛇は

身体が小さいからこそ水の乏しい環境での生活を全う

することができるのかもしれない.自然に生きるもの

はあくまでも自然の意のままにそしてそれに順

応して生きてゆく.これが己の生命を長らえる最高の

生き方である.アラビア半島の砂漠にもオｰストラリ

アの砂漠にも前脚が短かく後脚と尾が異常に長いカ

ンガルｰネズミがいる.このカンガルｰとそっくりの

身体つきをしたネズミをはじめてみる人はほとんど例

外なくその姿に興味をもつがこの奇妙な身体つきを

したネズミかなぜに砂漠にだけ生きているのかを考えて

みる人は意外に少ない.

カンガルｰネズミの尾をちょっと注意してみると禅

宗の僧カミ法事の時に持つ払子に似て付根から細くてや

や固い尾の先端がふんわりと大きくなっている.この

尾は一見不必要に大きすぎるようだが実は長い後

脚で大きくジャンプし空中で方向を変えるいわば方

向舵の役目をしている.これは襲いかかる敵の毒牙

から逃れるためのかよわいネズミに授けられた宝物では

あるが所詮このネズミは砂漠に生きる多くの生物の

餌食になる運命の持主である.その理由は体重の約75

%が水分であり乾ききった砂漠ではこの水分は講の

目にも魅力である.

自然がその美くしさと豊かさを保ちつづけている秘密

はいつもどこかでそれを保つための自然淘汰が行な

われていることである.砂漠の植物にトゲが多いのは

外敵を寄せつけないためでありアフリカの大草原で突

如として起こる火事は地球を肥やして新しい生命の誕生

を迎える.ライオンの餌食となる縞馬は美しくそし

て温順なだけに哀れであるがもし野生動物の世界

で弱肉強食が行なわれなかったならばいかに広大で緑

豊かな大陸とはいえアフリカの野生動物は異常な繁�
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殖を遂げて餌の完全な不足を来しやがて滅亡する

だろう.

動物も植物も生きるために適する場所を得て生命を永

らえそしていつの間にか人知れず息絶えてゆく.

それは自然の大いなる業であり一若い生命を生み育て

る尊い種となる.自然とはいつの世もそうしたもの

であり自然の意に逆らうすべてのものを拒否する.

美くしい自然きびしい自然その中に立って生きて

いる自然をみつめそれと対話しつづけてこそはじめて

自然の偉大さと美くしさとを理解することができよう.

トゲをもつ灌木の一株猛獣毒蛇等々それらのすべ

てカミ自然との巧みな調和の中でこそ生きてゆけることを

十分に知りそして理解する心を失なってはたらない.

愛ほしむ人を愛ほしみ仇をする人に仇をするそれが

汚れのない美くしい自然の生ける姿である.

水系の良好な発達は人や野生動物や昆虫やそして

千差万別の植物に生きる場を与える一方魚類の繁栄に

ひいては人間の生活に大きく寄与している.魚の分

布はほとんど全域にわたっておりその代表的なものは

角鮫総ギャプテｰヌモケレレマリムベンガ

ルアムラ･バｰルサララ･ナナ･バリヤラウク

ラ･ウワンシャラ･コトテラビアなどである.

魚類も恵まれ自然のおかげでおうように育つせいか

概して大きくとくに角鮫は40～60kg総は50㎏

もある｡これらの中で最高に美味い魚は脂っこくて固

い白身のギャプテｰヌと白総でありこれらのフライは

賞味するに価する.

“

＼

匙

潔1

第10図ツェツェバエのおもな分布地域概略図

猛獣や毒蛇だとの恐ろしさも特筆ものであるが嗜眠

病を媒介するツエツエ蝿は最高の恐怖心をそそる.こ

の病源蔵をもっているツエツエ蝿に血を吸われたが最後

こんこんと眠りつづけそして死ぬ以外にない.一

般の蝿よりも胴体･羽根ともにやや長く薄黄色と墨色

の横縞模様を腹にもつこの蝿は分布範囲が実に広く

(第10図)嗜眠病菌をもっていなくても血を吸った

相手に必ず何らかの異常を与える.筆者もツエツエ蝿

に血を吸われ一時は絶望感におののいたことがあった

がこれについては後で述べてみたい.

近年科学の発達によってツエツエ蝿による死亡率

は著しく低下したといわれているカミ家畜数カミ人口に比

較して少ないこと家畜の飼育がツエツエ蝿の少ない北

部地域で集中的に行たわれているところをみるとツ

エッエ蝿による人畜の死亡率はまだ高いのだろう.

一般の蝿の幼虫が汚ならしい土中で育つのとはまった

く異なってツエツエ蝿の幼虫は母親の胎内でぬく

ぬくと育つ.人や家畜を死に追いやる迎えられざる存

在だけにその育ち方は実に気にくわないカミツエッエ

蝿以上に悪を時には秘かに時には得意気にまきちら

す輩が得てしてはびこる世界があることを思えばあな

がちツエツエ蝿だけを責めることは酷のよう狂気もする.

果しも放く拡カミるサバンナの彼方に昇る太陽その明

るい光の中に浮ぶ萱葺きの家のシルエット■豊かな水と

光に青くまれる緑と人の心この大地には文明諸国で

すでに失なわれているあるいは失なわれかけている心

と物とが浦ちている.だがこの美くしさがある限り

その豊かな自然の中でれわわれの想像をはるかに超え

た何かが絶えず起こっていることは確かだ.晴れ渡っ

た空に浮ぶ一かたまりの白雲を真紋に染めて大いなる

夕陽がサバンナの果にゆったりと沈んで行く.訪ずれ

た闇に閉されたこの大地ではもはや美も善も悪もさ

だかではない.恐ろしいほどの星の光の下にあるのは

静寂の中に埋もれた秘境だけである.そしてそれは

黄熱病マラリアツエツエ蝿などの恐怖にさらされ

かつては｢白人の墓場｣と呼ばれた大地である.

中央アフリカ共和国の人

ホモサピエンスという一つの種に属する現存の人類を

細かく分類すると｢哺乳類霊長目真猿亜目類人猿

上科人科に属する｣ということになる.これからみ

ると人間と猿とは切っても切れたい縁があることが分

かるがこの類人猿上科には人と類人猿とカミ合まれる.

類人猿と呼ばれる現存動物はゴリラチンパンジｰ

オラウｰタンテナガザルの4種類でありアフリカ大�
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陸はこれらの類人猿の宝庫として知られていると同時に

人類誕生の舞台として有名である.その舞台の幕あき

は1924年であった.

1924年R.A.ダｰト博士は南アフリカのタウング

スで6才ぐらいの子供の頭骨化石を洪積世前期の地層中

に発見しアウストラロピテクス･アフリカヌスと命名

した.この発見を契機としてアフリカ東部および南

部を主とする人類誕生とその進化に関する研究カミ急速に

進み1937年にコｰル･ラノレセンによってタンザニ

アのエヤシ湖東岸で上顎骨が発見されてメガントロプ

ス･アフリカヌスと名付けられ1959年にはリッキｰ

夫妻によってタンザニアのオルドヴァイ峡谷で発見さ

れた化石はシンジアントロプス･ボイセイと命名された

環境と物とを作ることができる.神秘性と夢に閉ざさ

れていた宇宙ももはや人類の実際の行動範囲と化し

つつある.そうしたことはより広くより豊かに生き

るために当然必要ではあろうが必要限界を超えた時

現人類の時代の終末を早めることも雄かであろう.集

団で物事を考え計画し決定しそして行動し必要

ある物を作る英知をもつ人類でありたがらそうしたこ

とをきわめて困難にするのも人類である.人類は進歩

するにつれて脳も大きくなる.その脳がどこまで大き

くなってゆくかは講にも分からないしまた現状維持

で終わるかもしれない.

次のような資料からこれから先の人類の姿を想像す

ることもあながち無駄ではなかろう.

これらの化石については当然時代の検討が行なわ

れアウストラロピクテス･アフリカヌスの年代が100

万年前シンジアントロプス･ボイセイはカリウムｰ

アノレゴン法による年代測定によって175万年前と推定

された.このことはわずか35年の間にわれわれの

祖先の年代が75万年もさかのぼったことを示す.しか

し1972年9月29目南アフリカ共和国の首都コノ･ネスブ

ノレグ発ロイタｰは同市の化石人類学者フィリップ･ト

ビアス教授カミヨノ･ネスブルグの約48賄西方にあるシ

ュテルクフォンティン洞穴から250万年前のものと推

定される雌の猿人の頭骨化石を発見したことを報じた.

これが事実在らばれわわれの祖先の年代はさらに75万

年も古く在る.

われわれの祖先の遺骸化石は上記以外にも各地で多数

発見されておりこれらの研究によって新人旧人

原人猿人とさかのぼる祖先の姿とその生活環境は急

速に明らかにたってゆく.しかしたとえば旧人が

新人に直接進化したのかまたは旧人の時代にすでに

新人が現出してやがて両者の間に勢力争いが起こり

遂に新人の時代に移り変わっていったかといったようた

問題の解決はそうたやすいことではない.

生物学における一般法則は｢頂点に達した生物はや

カミて環境の変化に伴って他の生物におきかえられる｣

ことをれわわれに教えてくれる.人類もすでに生物

学的にはその頂点をきわめあるいは退化の時を迎え

つつあるのかもしれない･ホモサピエンスの時代がい

つ終わりそしてその後にどのような生物時代が訪ず

れるのだろうか.それは遠い未来のことであり今

は誰にも分からない･しかしれわわれは自然の意

のままに生きそして息絶えていった古い時代の祖先とは

異なってその英知と手で自己が生きるために必要な

区分�脳容量�時代�名称

新人�1600cc�氷河期の末期�クロマニヨン人上洞人シヤン

���スラｰド人グリマルディ入

旧人�ユ300～1600㏄�第三間氷期～�ネアンデルタｰル人

��第四間氷期�

原人�775～1300cc�第二間氷期～�ジャワ原(猿)人北京原(猿)人

��第三間氷期�アトラント1コプスハイゲルベル

���グ原人メガントロプス

猿人�400～700㏄�第一間氷期～�アフストラ1コピテクスバラント

��第二間氷期�両プスプレシアントロプステ

���ラントロプスシンジャントロプ

���ス

現在アフリカの人種は大まかに次の6型に区分さ

れているカミ種族数および部族数は実に多い.本誌第

219号でも述べたようにバンツｰ族が100余の部族に分

かれていることからもこれについては容易に想像でき

る.

アフリカ人種分類

(河出書房:アフリカによる)

〔1〕黒人種型(メラノ･アフリカ人種型)

(1〕スｰダン亜型

{2〕ギニア亜型

(3)コンゴ亜型

(4)ナイル亜型(ニロチック亜型)

(5)南アフリカ亜型(バントゥｰ亜型)

〔2〕

〔3〕

��

��

ネグリロ人種型(ピグミｰ人種型)

コイサン人種型

ブッシュマン亜型

ホッテントット亜型�
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〔4〕エチオピア入種型一ハム=セム語系

〔5〕白人種型

(1)北アフリカ原住一ノ･ム語系

(2)東アフリカのアラブ人(海岸部に定住)

(3)ヨｰロッパからの植民者

(4)東アフリカのインド人(全域に散在)

〔6〕蒙古人種型(マダガスカル島)

これらの種族のうちマサイピグミｰブッシュマ

ンホッテントット庄どは一般に知られているがその

他の種族についてはあまり知られていない.もちろん

われわれとは直接に関係の注い人種であろうから詳し

く知る必要もないがこれらの4種族だけがとくに知ら

れているのは恐らくマサイ族は長身の典型的な草原

(サバンナ)の民でありしかも食料として必要最少

限度の野生動物以外は絶対に殺さないことピグミｰ族

はいわゆる小人でありブッシュマンはアフリカ最古の

民そしてホッテントットは脂肪がたまって胃部

が異様につき出した珍しい体つきの持主であるからだろ

う.これらの種族は第4図に示すようにそれぞれ

の属する型によって一定の範囲に分布してはいるが各

部族の分布をみるとその圧倒的多数が東西方向を示し

地中海北大西洋紅海付近の部族は海岸線に平行ガ

ｰナ共和国およびコｰトジボアｰル(象牙海岸)共和国

地域の部族は南北方向を示す.このような種族および

部族分布の方向性は一体何を意味しているのであろ

うか.

ほんの一時を中央アフリカ共和国で過したにすぎない

私にはもちろんその真の意味は分かるはずもないが

あくまでもサバンナに生きるマサイ族あくまでも密林

に生きるピグミｰ族だとの生活様式と生活の場を想うと

きこれらの分布が各種族あるいは各部族特有の長い

伝統に培われた生活様式と地形･気候およびこれらに関

連する水系の発達状況･植生その他諾々の条件との深

い関係によって生じたと思える.ピグミｰ族は密林の

民でありブッシュマンは今はすでに砂漠の民と化し

これらは相互に立場を代えることのない長い歳月に

わたって継承されてきたそれぞれの生活態様である.

中央アフリカ共和国の人口は2,358,000人といわれ

ているが資料によって大きな差異があり実数は確か

でなく次の部族によって構成されている.

バンダ族バヤマンジャ族ムバカ族ザカラ族ヤコマ族

バカマジャ族パノ族ワダイ族サラ族ザンデ族バンジ

リ族プラカ族ピグミｰ族ボフイ族バヤカカ族ドンジ

族ンボゴ族ランバシ族ドボ族デイドリ族タレ族

ダハ族バンギ族ムバテイ族バンラ族

ピグミｰ族を除くすべての部族が人種分類上メラ

ノ･アフリカ人種スｰダン亜型に属し各部族毎に体

形顔付肌の色艶がかなり異なっている.

この国の原住民もピグミｰ族であり18世紀までは広

く分布していたらしいが19世紀のはじめ頃からイス

ラｰム教徒の圧迫やアラブの奴隷狩りを逃れて近隣諸

国からこの国へ移住する人か増加するにつれて次第に

南下し現在はコンゴ盆地の北端部に当る南部の密林

地帯だけに住んでいる.バヤ族は改宗を強く迫った

イスラｰム教徒の圧迫を避けてチャドから移住して来

た部族でありバンダ族はソマリア北部の出身でスｰ

ダンに移住していたが奴隷狩りを逃れてこの国へ再

移住した部族である.このようにドグミｰ族以外は

すべて外部からの移住者でありしかも各部族がそれ

ぞれ独自の言葉と伝統･習贋を重んじているぱかりでは

なく各部族の人口カミ著しく異なっているので総体的

にコミュニケｰションは十分とは見なしカミたい.上

記部族のうち東部と中央部に主として住むバンダ族と西

部を生活圏とするバヤマンジャ族だけで人口の約70%

を占めており人口比で第3位のムバカ族でさえその

占める割合はわずか7%にすぎたい.したがってこ

れら以外の20余の部族カミ占める人口は全体の約23%であ

る.

総体的には女性の方が男性よりも若干多く全人口の

約40%は15歳以下らしい.低年層の占める割合がこの

ように高いことは独立後!2年という若いこの国の今後

の発展にとって大きな強みであり何よりも勝る貴重

放資源である.

宗教別の人口比はアニミストが約60%カソリック

カミ約20%プロテスタントが約15%イスラｰム教徒が

約5%といわれている.改宗の強要および奴隷狩りと

いう精神的･肉体的苦痛を強いる手段を通じてこの国

の人種構成および宗教別人口比にもっとも大きな影響を

与えたイスラｰム教徒がわずか5%の人口比を占める

にすぎないことおよびンデレ付近をほぼ南限として

住んでいることなどはこの国の宗教上および歴史上の

変遷とその意義を知る上において注目される.

われわれにはなじみのうすいアニミストとはアニミズ

ムの信奉者のことである.アニミズムとはラテン語

のアニマ(霊魂気息)を語源とする心霊上あるいは

宗教上の術語であり生霊観または有霊観と訳されてい

ることカミ多い宇宙のすべての生物･無生物および天然

現象に霊魂があると信ずる思考方法である.�
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アニミズムは宗教の原初形態の一つであるとされてい

るが1899年イギリスのR.R.マレットは万物に生

だけを認めて霊魂の存在を認め恋い原初宗教をアニマチ

ズム(有生観)と名付けこれをアニミズム以前のもの

であると述べている.

アニミズムが広く浸透しているせいかアフリカ各地

ではソノレシェｰと呼ばれる祈薦師が現在もかなり活躍

しているらしい.ソルシエｰの実力がどの程度のもの

かは幸か不幸か知る機会を得なかったが｢あるアフリ

カ女性がフランス男性に恋をしたカミその男性には妻が

いて結婚できたいので悩みぬいたあげくソノレシェｰ

にすカミった.そのソルシエｰは人形にたくさんの針

を突刺して祈溝しその女性に15日間待つように伝えた.

そしてそれから13目目にフランスにいたその男性の妻

は突如として原因不明の病で倒れそれから2日後

に全身傷だらけで病院のベッドで息絶えた｣という物

語を知った時には一瞬寒気を覚えた.これは事実

ということである.もっともソルシエｰの能力はこ

うしたことだけではなくわれわれの想像をはるかに超

越した噂)のらしい.

を強いられそして信じられないほど多くの人たちが

死を余儀なくされた.奴隷狩り時代の様相を詳しく書

き連ねた書物によれば奴隷商人によって2千円ぐら

いで買われた奴隷はアメリカでは6万～6万5千円で

売られだということである.奴隷の価格のこの異常な

差は輸送途中でかりに三分の一が死んだとしても十

分に儲かるよう計算された結果決定されたものらしい.

砂漠地帯を除いてアフリカで広く栽培されているも

のの一つに南京豆がある.その栽培によってアフリカ

の多くの国は経済的に恩恵をうけていることは確かであ

る.しかしこの南京豆がはじめは売られて行く

奴隷の船中での食糧として栽培されたものであることを

知っている人が現在どれほどいるだろうか.

奴隷狩りを逃れてようやくこの高原の国に定住した

人たちにとっては豊かな緑と無数の野生動物によって

代表される大い放る自然に抱かれたこの地は自由世界

であったには違い狂いがそれも束の間やがてフラ

ンス植民地に生きる者として再び試練を受けることにな

る.

ソノレシェｰの祈癖によって近代医学によって足の切

断をいい渡された患者カミ元通りに治った諸生涯不治を

宣告された病気が完治した話麻酔薬をまったく用いず

しかも錆びたナイフと金槌だけで行荏う脳外科手術を

笑顔で受ける患者こうした事実を知るとソルシエｰ

の能力とカは無視できないしまた近代医学とは何か

という疑問さえ浮ぶことがある.

私は少年時代に｢アジアのある土地で原住民に慕

われていた温厚篤実な日本人警官が転勤命令を受けた

翌日原住民に首を切り落された.その理由は自分

たちを愛してくれた素晴らしい人物だからその土地に

永久にとどまって欲しいと望む原住民の願から起こった

ことだった｣という話をその事実をよく知っている人

から聞いたことがある.いわゆる未開地と呼ばれる土

地では現在はそういうことも狂いだろうカミ嫌われて

は殺され好かれても殺されるということがすくなく

'とも過去にはあったことは事実だ.もっとも好かれ

るあまり殺されるということはその人カミ人格･容貌

･智識･カなどに一きわ秀れているばあいに起こったの

であろうから私などは好かれるがゆえに死出の旅路に

つく資格は恋さそうである.

窟者と貧者文明に生きる者と自然の意のままに生き

る者両者の間には正しく生きるということにおいて

はもちろん差別があってはならないしあくまでも平

等であるはずである.このことはすべての人類カミ認識

しそして確夢し合って､｢平等に生きる権利と義務とを

持つ｣という鉄則を作った.れれば人類の人類たる所

以である優れた智能と団結心そして必要なものをお

のれの手で作ることができる創造力の結晶以外の何もの

でもたい.しかしそのような特権と智能とをもつ人

類が果たしてその結晶をより大きくそしてより美し

くする努力を真に続けているだろうか.

中央アフリカ共和国この広大な大地とそこに生きる

多くの人々は私に一会一喜の心を失液わせなかったす

ばらしい心をごく当りまえのものとして私に示して

くれた.この国を｢人間の古里｣と私が感じた所以は

美くしい自然に青くまれた人々の心の美くしさと豊かさ

を短かい滞在期間ではあったけれども常にどこで

でも肌で感じたことに他なら桂い.

(筆者は鉱床部)

この国の人口の約90%は奴隷狩りを逃れてきた人たち

であるといわれているが不幸にしてその魔手から逃'

れきれなかった人たちはわれわれの想像も及ばぬ苦痛�




